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平
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
推
進

委
員
会
等
で
検
討
さ
れ
た
内
容
を
反
映

し
た
も
の
で
、
計
画
期
間
は
５
年
間
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
内
容
に
つ
い
て
、
４
つ
の
基
本

目
標
に
沿
っ
て
、
町
民
の
皆
さ
ま
へ
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

◇
担
当　

企
画
課　

企
画
調
整
係

　

広
報
１
月
号
で
お
伝
え
し
ま
し

た
「
古
平
町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
よ

る
２
０
６
０
年
の
目
標
人
口
推
計

１
１
０
０
人
以
上
を
実
現
す
る
た
め
、

そ
の
対
策
を
ま
と
め
た「
古
平
町
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」（
以
下
、

総
合
戦
略
）
を
２
月
に
策
定
し
ま
し
た
。

　

総
合
戦
略
は
、
町
内
で
漁
業
・
水
産

加
工
業
な
ど
に
従
事
し
て
い
る
方
や
子

育
て
世
代
の
方
と
の
意
見
交
換
会
、
古

古
平
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

古
平
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
を
策
定
し
ま
し
た

創
生
総
合
戦
略
を
策
定
し
ま
し
た

3,352
3,007

2,696
2,417

2,161
1,908
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①地域資源を活かした産業振興と創業支援

　本町の基幹産業であり、強みである漁業・水産加

工業の振興を図ります。

・ウニ蓄養事業

・ふるさと納税事業

・ふるびらマルシェ事業　など

②町内経済の活性化

　特産品や名物の創出により通過観光客のさらなる

取り込みを推進します。

・新ご当地グルメ開発事業　など

①移住・定住の促進

　15～24歳にみられる転出超過の抑制や25～29歳を

中心とするU・Ｉターンの促進に向けて、住宅取得

への支援や民間による住宅建設の促進を図ります。

・新築・中古住宅取得補助事業

・家賃補助事業

・民間共同住宅建設補助事業　など

②観光施設の充実とプロモーション活動の推進

　家族旅行村など老朽化が進んでいる町内の観光関

連施設の整備等を進め、交流人口の増加を図りま

す。

・家族旅行村リニューアル事業

・観光プロモーション事業　など

①結婚・妊娠・出産への希望をかなえる

　30歳以上における高い未婚率への対応や不妊治療

への助成を行います。

・異業種青年交流事業

・不妊治療費助成事業　など

②乳幼児から小・中・高校生まで切れ目のない子育

て支援

　理想的な子どもの人数の実現に向けて、子育てや

教育にかかる経済的な支援を強化します。

・子育て応援金・保育費用助成事業

・保育料同時入所要件緩和事業

・給食費・教材費無償化事業　など

③安心して預けられる保育・教育環境の整備

　０歳児の保育ニーズへの対応や放課後児童クラブ

運営の課題解決に向けた取組みを推進します。

・放課後児童クラブ助成事業　など

①安心して生活できる基盤づくり

　転出超過を抑制するため、住居・医療・防災・交通な

ど生活基盤の維持・整備に向けた取組みを行います。

・公営住宅長寿命化事業

・後志地域生活交通確保対策事業（中央バス積丹線

維持事業）　など

②高齢者・障がい者福祉の充実

　高齢者の日常生活への支援や緊急時の対応を充実

させていきます。また、障がい者と共存する町とし

て、障がいを持っている方や障がい福祉施設への支

援を行います。

・屋根雪下ろし助成事業

・特別養護老人ホーム整備事業　など

基本目標１
古平町の産業振興を図り、安定した雇
用を創出する

基本目標２ 古平町への新しいひとの流れをつくる

基本目標３
若い世代の結婚・出産・子育ての希望
をかなえるまち

基本目標４ 生涯にわたって住みやすいまちづくり

行政
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国
の
ス
ポ
ー
ツ
庁
は
昨
年
12
月
に
、
全

国
の
中
学
２
年
生
と
小
学
５
年
生
を
対
象

に
行
っ
た
「
平
成
27
年
度
全
国
体
力
・
運

動
習
慣
調
査
（
全
国
体
力
テ
ス
ト
）」
の

結
果
を
公
表
し
ま
し
た
。

　

全
国
体
力
テ
ス
ト
は
、
子
ど
も
の
体
力

低
下
が
問
題
視
さ
れ
て
い
る
状
況
を
踏
ま

え
て
、
全
国
学
力
テ
ス
ト
の
運
動
版
と
し

て
平
成
20
年
か
ら
８
種
目
の
実
技
テ
ス
ト

と
運
動
習
慣
に
つ
い
て
の
質
問
紙
調
査
が

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
テ
ス
ト
で
の
古
平
町
の
中
学
２

年
生
の
結
果
を
、
３
年
前
の
小
学
５
年
生
の

時
の
結
果
と
比
較
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
体
格
は
立
派
で
す

　

体
格
の
伸
び
に
は
個
人
差
が
あ
る
も
の

の
、
３
年
間
の
平
均
で
身
長
は
男
子
が
21

㎝
、
女
子
が
13
㎝
伸
び
、
体
重
は
男
子
が

18
㎏
、
女
子
が
12
㎏
の
増
と
な
っ
て
い
ま

す
。
古
平
の
子
ど
も
は
体
格
で
身
長
・
体

重
と
も
に
全
国
・
全
道
平
均
を
上
回
っ
て

い
ま
す
。

■
「
体
力
合
計
点
」
で
女
子
は
全
道
平
均

　

以
上
、
男
子
は
下
回
る

　

実
技
テ
ス
ト
を
点
数
化
し
た
「
体
力
合

計
点
」
で
古
平
町
の
今
年
の
２
年
生
は
、

男
子
が
全
道
・
全
国
を
少
し
下
回
り
ま
し

た
。
女
子
は
全
道
平
均
を
上
回
り
、
全
国

平
均
を
少
し
下
回
り
ま
し
た
。

　

全
国
的
に
今
年
は
女
子
の
点
数
が
高

く
、
平
成
20
年
の
調
査
開
始
以
降
最
も
高

い
値
で
し
た
。
そ
の
中
で
古
平
の
２
年
女

子
は
握
力
、
長
座
体
前
屈
、
立
ち
幅
と
び
、

ボ
ー
ル
投
げ
で
全
道
・
全
国
を
上
回
っ
て

い
ま
す
。

■
３
年
間
で
苦
手
を
克
服

　

過
去
の
結
果
か
ら
古
平
の
子
ど
も
は

「
握
力
」「
立
ち
幅
と
び
」「
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
投
げ
」
が
全
道
・
全
国
平
均
を
上
回
り
、

「
反
復
横
と
び
」
や
「
20
Ｍ
シ
ャ
ト
ル
ラ

ン
」
で
も
全
道
平
均
を
超
え
る
傾
向
が
あ

り
、
跳
躍
力
や
俊
敏
性
が
優
れ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

し
か
し「
上
体
起
こ
し
」「
長
座
体
前
屈
」

や
「
50
Ｍ
走
」
の
体
力
の
要
素
と
な
る
筋

持
久
力
、
柔
軟
性
、
走
力
が
全
道
・
全
国

の
子
ど
も
と
比
較
す
る
と
劣
っ
て
い
る
状

況
で
し
た
が
、
今
年
の
２
年
生
は
男
女
と

も
に
こ
れ
ら
の
種
目
で
も
全
道
・
全
国
と

の
差
を
縮
め
て
い
ま
す
。

■
１
週
間
の
総
運
動
時
間
と
「
体
力
合
計

　

点
」

　

今
回
の
調
査
で
も
全
国
的
に
、
１
週
間

の
総
運
動
時
間
が
長
い
ほ
う
が
「
体
力
合

計
点
」が
高
い
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

　

古
平
町
の
今
年
の
２
年
生
は
、
体
育
の

授
業
以
外
で
運
動
や
ス
ポ
ー
ツ
を
行
っ
て

い
る
男
子
が
約
75
％
、
女
子
が
約
55
％

で
、
運
動
が
好
き
・
や
や
好
き
と
答
え
た

男
子
は
88
％
、
女
子
で
は
73
％
で
す
。
ほ

ぼ
全
て
の
子
が
、「
運
動
」「
食
事
」「
睡
眠
」

が
健
康
の
た
め
に
必
要
な
こ
と
と
認
識
し

て
い
ま
す
。

■
学
力
だ
け
で
な
く
体
力
向
上
も
必
要

　

中
学
校
で
は
体
育
系
部
活
動
の
充
実

や
、
授
業
の
中
で
コ
ツ
を
ア
ド
バ
イ
ス
し

て
体
を
動
か
す
こ
と
の
楽
し
さ
を
感
じ
る

こ
と
で
苦
手
意
識
を
払
拭
で
き
る
よ
う
努

め
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
が
健
全
に
育
つ
た
め
に
は
学
力

も
体
力
も
必
要
で
す
。
教
育
委
員
会
で
は

学
校
と
連
携
し
家
庭
と
も
一
体
と
な
っ
て

子
ど
も
た
ち
の
体
力
向
上
の
た
め
の
取
組

み
を
充
実
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

古
平
の
子
ど
も
の
運
動
能
力
が

　
　
　
　

上
が
っ
て
い
ま
す

役場
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小
樽
掖
済
会
病
院
附
属
古
平
診
療
所

は
、
平
成
８
年
３
月
の
蓮
実
医
院
の
閉
院

に
伴
い
、
古
平
町
の
医
療
を
確
保
す
る
た

め
、
同
年
４
月
に
社
団
法
人
（
現
在
は
一

般
社
団
法
人
）
日
本
海
員
掖
済
会
が
小
樽

掖
済
会
病
院
の
附
属
診
療
所
と
し
て
開
設

し
ま
し
た
。
平
成
15
年
度
に
は
元
気
プ
ラ

ザ
横
に
併
設
し
た
診
療
所
に
新
築
・
移
転

す
る
な
ど
、
約
20
年
間
に
わ
た
り
町
民
の

身
近
な
医
療
機
関
と
し
て
、
古
平
町
の
医

療
の
確
保
や
町
民
の
健
康
保
持
・
増
進
に

対
し
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
古
平
町
の
医
療
の
充
実
に
貢

献
い
た
だ
い
た
小
樽
掖
済
会
病
院
、
そ
し

て
診
療
所
に
従
事
し
て
い
た
だ
い
た
小
西

所
長
、
久
保
田
医
師
を
始
め
と
し
た
医
療

ス
タ
ッ
フ
の
皆
様
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　

閉
院
に
あ
た
り
、
現
診
療
所
で
の
定
期

通
院
・
投
薬
治
療
を
受
け
て
い
る
町
民
の

皆
様
に
は
ご
不
便
を
お
か
け
す
る
こ
と
と

な
り
ま
す
が
、
町
立
診
療
所
の
診
療
開
始

ま
で
の
間
に
係
る
治
療
及
び
投
薬
に
つ
い

て
、現
診
療
所
主
治
医
と
ご
相
談
の
う
え
、

ご
対
応
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

　

町
立
診
療
所
の
開
設
及
び
診
療
開
始
の

時
期
に
つ
い
て
は
、
指
定
管
理
者
（
医
療

法
人
恵
尚
会
）
と
作
業
を
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
が
、
診
療
所
内
の
シ
ス
テ
ム
整

備
や
改
修
作
業
に
時
間
を
要
し
ま
す
。
１

日
も
早
く
開
設
・
診
療
開
始
が
で
き
る
よ

う
努
め
て
い
き
ま
す
。

◇
診
療
所
で
の
治
療
・
投
薬
に
関
す
る

　

お
問
合
せ
先

　

小
樽
掖
済
会
病
院
附
属
古
平
診
療
所

○
診
療
受
付
時
間

　

午
前　

８
時
30
分
～
０
時

　

午
後　

１
時
30
分
～
４
時

　

※
火
曜
及
び
第
２
・
４
土
曜
は
午
前

　
　

の
み

　

※
第
１
・
３
・
５
土
曜
、
日
曜
及
び
祝
祭

　
　

日
は
休
診

　

北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
で

は
、
住
民
の
皆
様
の
代
表
と
し
て
、
制
度

の
運
営
に
関
す
る
重
要
事
項
を
審
議
し
て

い
た
だ
く
運
営
協
議
会
委
員
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

○
応
募
資
格

　
　

道
内
在
住
の
満
20
歳
以
上
の
方
（
た

　

だ
し
、
議
員
や
公
務
員
等
を
除
く
）

○
募
集
人
数　

　

５
名

○
任
期　

　
　

平
成
28
年
７
月
か
ら
２
年
間
（
協
議

　

会
の
開
催
は
年
３
回
を
予
定
し
て
い
ま

　

す
）

○
応
募
方
法　

　
　

北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　

及
び
市
区
町
村
窓
口
に
あ
る
応
募
要
領

　

を
参
照
し
て
く
だ
さ
い

○
応
募
締
切　

　
　

平
成
28
年
４
月
28
日
（
木
）

○
選
考
方
法　

　
　

選
考
委
員
会
を
設
置
し
、
提
出
さ
れ

　

た
小
論
文
等
に
よ
り
総
合
的
に
委
員
を

　

選
考
し
ま
す

○
報
酬
な
ど　

　
　

１
日
に
つ
き
５
０
０
０
円
の
報
酬
と

　

旅
費
を
支
給
し
ま
す

◇
お
問
合
せ
先

　

・
北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　
　

☎
０
１
１-

２
９
０-

５
６
０
１

　

・
役
場　

民
生
課　

健
康
保
険
係

　
　

☎
42-

２
１
８
１

小
樽
掖
済
会
病
院
附
属
古
平
診
療
所
は 

       
３
月
18
日
で
外
来
診
療
を
終
了
し
ま
す

　
　
　
　
　

       

※
入
院
診
療
は
２
月
末
で
終
了

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
お
知
ら
せ

〜
運
営
協
議
会
委
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
〜

お知らせ
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平
成
27
年
（
１
月
１
日
～
12
月
31
日
）

の
火
災
発
生
・
救
急
出
動
の
状
況
は
次
の

と
お
り
で
し
た
。

 

火
災
の
発
生
状
況

■
総
火
災
件
数
は
３
件

　

平
成
27
年
の
火
災
の
発
生
件
数
は
、
昨

年
と
同
じ
３
件
で
し
た
。

　

内
訳
は
、建
物
火
災
３
件
（
ぼ
や
２
件
、

半
焼
１
件
）
で
し
た
。

　

ガ
ス
コ
ン
ロ
の
そ
ば
を
離
れ
る
と
き
は

必
ず
火
を
消
す
、
ス
ト
ー
ブ
の
近
く
に
燃

え
や
す
い
も
の
を
置
か
な
い
な
ど
、
火
の

取
扱
い
に
は
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

     

救
急
出
動
の
状
況

■
「
出
動
件
数
」「
搬
送
人
数
」
と
も
に

　

昨
年
を
下
回
る

　

平
成
27
年
に
救
急
車
が
出
動
し
た
件
数

は
１
８
５
件
で
前
年
に
比
べ
て
21
件
減

少
し
、
搬
送
し
た
人
数
も
26
人
減
少
の

１
７
２
人
と
、
と
も
に
昨
年
を
下
回
り
ま

し
た
。

　

今
後
も
緊
急
性
が
な
く
、
自
分
で
病
院

へ
行
く
こ
と
が
で
き
る
症
状
の
場
合
は
一

般
の
交
通
機
関
を
利
用
す
る
な
ど
、
救
急

車
の
適
切
な
利
用
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

２
月
５
日
、
４
月
か
ら
中
学
生
と
な
る

児
童
を
対
象
と
し
た
新
入
生
学
校
見
学
会

が
中
学
校
で
行
わ
れ
、
16
人
の
児
童
が
社

会
の
授
業
な
ど
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

見
学
会
で
は
、
担
当
の
先
生
か
ら
小
学

校
と
中
学
校
の
違
い
な
ど
の
説
明
を
受

け
、部
活
動
の
見
学
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

授
業
で
は
、
社
会
科
の
地
理
・
歴
史
・
公

民
の
３
つ
の
う
ち
、
中
学
１
年
生
に
な
っ

た
ら
最
初
に
行
う
地
理
で
大
切
な
世
界
地

図
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
４
つ
の
班
に

分
か
れ
て
話
し
合
い
な
が
ら
南
極
を
除
く

世
界
の
５
つ
の
大
陸
の
パ
ー
ツ
を
並
び
替

え
て
世
界
地
図
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

　

授
業
の
後
に
は
生
徒
会
役
員
の
４
人
の

生
徒
が
、
行
事
や
テ
ス
ト
な
ど
学
校
生
活

に
つ
い
て
ス
ラ
イ
ド
で
紹
介
し
た
ほ
か
、

「
授
業
は
何
分
間
で
す
か
」「
中
学
校
生
活

に
す
ぐ
に
慣
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
か
」

な
ど
の
新
入
生
か
ら
の
質
問
に
答
え
て
い

ま
し
た
。

　

６
年
生
の
堀
柚
香
さ
ん
は
「
授
業
や
部

活
な
ど
中
学
校
に
入
る
前
に
実
際
に
見
る

こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

     

中
学
校　

新
入
生
学
校
見
学
会

小
学
校
と
の
違
い
を
体
験

情報 町の出来事
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２
月
５
日
、
古
平
小
学
校
で
、
４
月
か

ら
小
学
１
年
生
と
な
る
子
を
対
象
と
し
た

「
一
日
入
学
」
が
行
わ
れ
、
20
人
の
子
ど

も
が
授
業
や
給
食
試
食
で
小
学
校
の
雰
囲

気
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

授
業
で
は
、
現
１
年
生
と
新
１
年
生
が

じ
ゃ
ん
け
ん
ゲ
ー
ム
で
交
流
し
た
ほ
か
、

３
択
ク
イ
ズ
を
行
い
、
授
業
で
使
う
教
室

や
運
動
会
な
ど
、
小
学
校
で
行
わ
れ
る
行

事
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

授
業
の
終
わ
り
に
、
現
１
年
生
手
作
り

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
新
１
年
生
へ
贈
ら
れ
、

「
新
１
年
生
と
楽
し
く
ク
イ
ズ
が
で
き
て

よ
か
っ
た
で
す
」「
ゲ
ー
ム
が
楽
し
か
っ

た
で
す
」
と
そ
れ
ぞ
れ
手
を
上
げ
て
感
想

を
発
表
し
て
い
ま
し
た
。

　

給
食
試
食
で
は
、
ス
パ
ゲ
テ
ィ
ミ
ー
ト

ソ
ー
ス
や
フ
ル
ー
ツ
ミ
ッ
ク
ス
な
ど
を
保

護
者
と
一
緒
に
味
わ
い
、
嫌
い
な
も
の
が

あ
る
子
ど
も
も
残
さ
な
い
よ
う
に
と
頑

張
っ
て
食
べ
て
い
ま
し
た
。

佐
さ さ き

々木 心
み う

羽さん

★漢字の勉強をがんばり
　たい

坂
さか

田
た

 陵
りょうや

弥くん

 ★算数の勉強をがんばり

　 たい

齋
さいとう

藤 暖
は る ま

真くん

★勉強をがんばりたい
上
かみぐち

口 穂
ほ の か

夏さん

 ★算数の勉強をがんばり

 　たい

五
い が ら し

十嵐 芽
め

衣
い

さん

★勉強をがんばりたい

もうすぐ１年生 !!もうすぐ１年生 !!

　４月から１年生になる２１人に、１年生　４月から１年生になる２１人に、１年生

になったら何を頑張りたい？何が楽しになったら何を頑張りたい？何が楽し

み？と尋ねました。み？と尋ねました。

学
校
の
雰
囲
気
を
体
験

学
校
の
雰
囲
気
を
体
験  

小
学
校　

新
１
年
生
一
日
入
学

町の出来事 町民紹介
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吉
よし

田
だ

 菜
な お

桜さん

★漢字の勉強をがんばり
たい　　　　　　　 

吉
よし

田
だ

 淳
じゅんのすけ

之介くん

★漢字の勉強をがんばり
たい　　　　　　 　

横
よこ

山
やま

 颯
そ う る

空琉くん

★勉強をがんばりたい
茂
も き

木 詩
し え な

瑛那さん

★算数の勉強をがんばり
たい　　　　　　　

本
ほん

間
ま

 凜
りん

さん

★国語の勉強をがんばり
たい　　　　　　　

本
ほん

間
ま

 嵩
たけとし

敏くん

★国語の勉強をがんばり
たい　　　　　　　

堀
ほり

 星
せ い ら

唯愛さん

★勉強したり遊んだりする
のがたのしみ  　　　

堀
ほり

 愛
あい

夢
む

さん

★勉強とスキーがたのしみ

徳
とく

田
た

 美
み と

杜さん

 ★算数の勉強をがんばり

　たい

天
てんまん

満 愛
あいいちろう

一朗くん

★友達と仲良く遊びたい
丹
たん

波
ば

 透
とう

真
ま

くん

★勉強をがんばりたい
立
たてしま

島 七
な な み

海さん

★勉強をがんばりたい

髙
たかはし

橋 幸
さ ら

来さん

★国語の勉強をがんばり

　たい

鈴
すず

木
き

 柑
かん

夏
な

さん

★国語の勉強をがんばり

たい

茂
しげ

野
の

 愛
あい

礼
ら

さん

★勉強がたのしみ
佐
さ

藤
とう

　奏
そうすけ

輔くん

★勉強をがんばりたい

町民紹介
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昨
年
９
月
か
ら
工
事
を
進
め
て
い
た
沖
町

住
民
セ
ン
タ
ー
が
12
月
末
に
完
成
し
、
１
月

17
日
、沖
町
内
会
が
竣
工
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

竣
工
式
で
は
、
参
加
し
た
沖
町
住
民
や
町

長
、
関
係
者
な
ど
約
20
人
が
、
新
し
い
集
会

所
の
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

　

沖
町
住
民
セ
ン
タ
ー
は
、
今
後
、
町
や
町

内
会
が
行
う
各
集
会
の
ほ
か
、
災
害
時
の
避

難
場
所
な
ど
と
し
て
利
用
さ
れ
ま
す
。

1/24（日） 「外国人と正月の風情を楽しむ」 ～古平国際交流協会もちつきパーティー

　

１
月
24
日
、
文
化
会
館
で
、
古
平
国
際
交

流
協
会
も
ち
つ
き
パ
ー
テ
ィ
ー
が
開
か
れ
ま

し
た
。
北
大
で
学
ぶ
留
学
生
な
ど
を
招
い
て

毎
年
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
今
回
は
イ
ン
ド

と
中
国
か
ら
５
人
と
町
民
45
人
が
交
流
を
深

め
ま
し
た
。

　

昔
な
が
ら
の
臼
と
杵
を
使
っ
た
餅
つ
き
で

は
、参
加
者
全
員
が
交
代
で
杵
を
振
り
上
げ
、

つ
き
た
て
の
餅
を
雑
煮
や
お
汁
粉
で
味
わ
い

ま
し
た
。

　

お
国
紹
介
で
は
出
身
国
の
正
月
の
様
子

な
ど
が
紹
介
さ
れ
、
留
学
生
の
ハ
デ
ィ
ア
・

デ
ィ
ー
パ
ッ
ク
さ
ん
は
イ
ン
ド
の
ダ
ン
ス
を

披
露
し
、
子
供
た
ち
も
一
緒
に
踊
り
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。

　

イ
ン
ド
出
身
の
ラ
フ
ル
・
ナ
レ
ン
ド
ラ
さ

ん
は
「
古
平
は
景
色
が
と
て
も
き
れ
い
。
食

べ
物
も
美
味
し
く
、
今
日
の
お
汁
粉
も
と

て
も
気
に

入
り
ま
し

た
」
と
話

し
て
く
れ

ま
し
た
。

　

公
益
社
団
法
人
余
市
法
人
会
古
平
地
区
会

と
同
法
人
会
の
青
年
部
会
が
小
学
校
児
童
へ

辞
典
等
を
贈
る
贈
呈
式
を
２
月
１
日
、
小
学

校
の
校
長
室
で
行
い
ま
し
た
。

　

古
平
地
区
会
が
健
や
か
な
青
少
年
育
成
を

目
的
に
、
社
会
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て
毎

年
実
施
し
て
い
ま
す
。福
津
隆
範
会
長
は「
皆

さ
ん
が
こ
の
辞
典
を
使
っ
て
勉
強
し
、
大
き

く
な
っ
た
ら
古
平
町
に
貢
献
し
て
ほ
し
い
」

と
あ
い
さ
つ
。

　

今
年
は
、
１
年
生
へ
「
防
犯
ブ
ザ
ー
」、

６
年
生
へ「
英
和
・
和
英
辞
典
」と「
文
具
セ
ッ

ト
」
が
贈
呈
さ
れ
、
式
で
は
児
童
を
代
表
し

て
１
・
６
年
生
各
１
名
へ
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

６
年
生
の
齊
藤
俊
輔
く
ん
は
「
も
ら
っ
た

辞
典
を
大
事
に
使
っ
て
一
生
懸
命
勉
強
し
た

い
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

２ /１（月） 「小学校児童へ辞典等贈呈」 ～公益社団法人余市法人会古平地区会・青年部会

1 /17（日） 「沖町住民センター完成」 ～沖町住民センター竣工式

その他の出来事
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節
分
の
由
来
や
意
味
を
知
り
、
会
の
雰
囲

気
を
楽
し
む
こ
と
を
目
的
に
、
２
月
３
日
、

幼
児
セ
ン
タ
ー
で
、
節
分
の
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

会
で
は
担
当
保
育
士
が
節
分
の
由
来
な
ど

を
説
明
し
た
後
、
事
前
に
ク
ラ
ス
ご
と
に
作

成
し
た
鬼
の
お
面
の
上
手
に
で
き
た
と
こ
ろ

な
ど
を
発
表
。
年
長
の
た
い
よ
う
組
の
子
ど

も
た
ち
は
、
迫
力
の
あ
る
怖
い
お
面
を
作
っ

て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、「
ま
め
ま
き
」
の

歌
を
全
員
で
歌
う
と
赤
鬼
が
登
場
し
、
風
引

き
鬼
や
お
こ
り
ん
ぼ
鬼
な
ど
の
体
の
中
に
い

る
悪
い
鬼
を
追
い
出
す
た
め
に
豆
ま
き
を
行

い
ま
し
た
。

　

た
い
よ
う
組
の
徳
田
美
杜
ち
ゃ
ん
は
「
鬼

は
怖
か
っ
た
け
ど
、
豆
を
ぶ
つ
け
て
退
治
で

き
た
。み
ん
な
の
悪
い
鬼
は
い
な
く
な
っ
た
」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

２ /３（水） 「笑いヨガで心身ともにリフレッシュ」 ～西部お達者クラブ

　

２
月
３
日
、
西
部
集
会
所
で
、
高
齢
者
の

介
護
予
防
と
閉
じ
こ
も
り
防
止
を
目
的
と
し

た
西
部
お
達
者
ク
ラ
ブ
が
開
か
れ
ま
し
た
。

今
回
は
12
人
が
参
加
し
て
、
笑
い
ヨ
ガ
を
行

い
ま
し
た
。
笑
い
ヨ
ガ
は
イ
ン
ド
の
お
医
者

さ
ん
が
作
っ
た
も
の
で
、「
笑
い
の
体
操
」

と
「
ヨ
ガ
の
呼
吸
法
」
を
合
わ
せ
た
、
年
齢

な
ど
に
関
係
な
く
誰
に
で
も
で
き
る
健
康
法

で
す
。

　

講
師
は
札
幌
市
な
ど
で
笑
い
ヨ
ガ
の
講
座

な
ど
を
開
い
て
い
る
植
田
美
之
さ
ん
で
、「
笑

う
と
免
疫
力
が
上
が
り
元
気
に
な
り
ま
す
。

笑
い
は
体
の
特
効
薬
で
す
」
と
説
明
し
、
参

加
者
た
ち
は
お
お
よ
そ
１
時
間
、
ゲ
ー
ム
や

歌
な
ど
で
笑
い
合
っ
て
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
は「
こ
ん
な
に
笑
う
こ
と
は
な
い
。

１
年
分
笑
っ
た
」
な
ど
と
笑
顔
で
話
し
て
い

ま
し
た
。

　

２
月
８
日
の
早
朝
、
幼
児
セ
ン
タ
ー
の
玄

関
に
き
れ
い
に
包
装
さ
れ
た
箱
が
置
い
て
あ

り
ま
し
た
。

　

箱
の
中
に
は
、「
バ
ル
ー
ン
キ
ッ
ト
」と「
こ

ど
も
の
う
た
音
楽
Ｃ
Ｄ
セ
ッ
ト
」
が
入
っ
て

い
て
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
は
「
ピ
カ
ソ
」
と
だ

け
書
か
れ
て
い
て
送
り
主
が
誰
か
は
わ
か
り

ま
せ
ん
。

　

ピ
カ
ソ
さ
ん
か
ら
の
贈
り
物
は
今
回
で
６

回
目
で
、
今
ま
で
に
「
砂
遊
び
用
ミ
ニ
バ
ケ

ツ
セ
ッ
ト
」、「
ク
レ
ヨ
ン
」、「
お
ま
ま
ご
と

セ
ッ
ト
」
な
ど
が
届
い
て
い
ま
す
。

　

幼
児
セ
ン
タ
ー
の
野
島
所
長
は
「
保
育
に

役
立
つ
も
の
を
贈
っ
て
く
だ
さ
っ
て
、
子
ど

も
も
先
生
た
ち
も
喜
ん
で
い
ま
す
。
子
ど
も

た
ち
の
た
め
に
使
っ
て
い
き
た
い
で
す
」
と

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

２ /８（月） 「ピカソさんからの贈り物」 ～幼児センターへ贈り物

２ /３（水） 「豆まきで体の中の悪い鬼を退治」 ～幼児センター節分の会

その他の出来事
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平
成
27
年
分
の
所
得
税
及
び
復
興
特
別

所
得
税
の
確
定
申
告
の
相
談
及
び
申
告
書

の
受
付
は
、
２
月
16
日
（
火
）
か
ら
３
月

15
日
（
火
）
ま
で
で
す
。

　

確
定
申
告
書
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」

(https://www.keisan.nta.go.jp/)

で
作
成
し
、
印
刷
し
て
郵
送
等
に
よ
り
提

出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

平
成
27
年
分
か
ら
、
給
与
所
得
者
又
は

公
的
年
金
所
得
者
の
方
向
け
の
申
告
書
作

成
画
面
を
新
設
し
ま
し
た
。
初
め
て
の
方

で
も
操
作
が
し
や
す
い
画
面
と
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

税
務
署
な
ど
の
確
定
申
告
会
場
に
お
越

し
の
際
に
は
、「
前
年
の
申
告
書
控
え
」、

確
定
申
告
に
必
要
な
書
類
及
び
印
鑑
を
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

　

駐
車
場
が
大
変
混
雑
し
ま
す
の
で
、
公

共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

税
務
署
の
閉
庁
日（
土
・
日
曜
日
、祝
日

等
）は
、税
務
署
で
の
確
定
申
告
の
受
付
は

行
っ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

◇
お
問
合
せ
先

　

余
市
税
務
署　

☎
22
‐
２
０
９
３

　

平
成
26
年
１
月
か
ら
、
個
人
で
事
業
や

不
動
産
貸
付
等
を
行
う
全
て
の
方
は
記
帳

と
帳
簿
書
類
の
保
存
が
必
要
と
な
り
ま
し

た
。

○
対
象
と
な
る
方

　
　

個
人
の
白
色
申
告
者
の
う
ち
、
事
業

　

所
得
、
不
動
産
所
得
又
は
山
林
所
得
を

　

生
ず
べ
き
業
務
を
行
う
全
て
の
方
で
す

　

（
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
の
申

　

告
の
必
要
が
な
い
方
も
対
象
と
な
り
ま

　

す
）。

○
記
帳
す
る
内
容

　
　

収
入
金
額
や
必
要
経
費
に
関
す
る
事

　

に
つ
い
て
、
取
引
の
年
月
日
、
相
手
方

　

の
名
称
、
金
額
や
日
々
の
売
上
げ
・
仕

　

入
れ
の
合
計
金
額
等
を
帳
簿
に
記
載
し

　

ま
す
。

　
　

記
帳
に
あ
た
っ
て
は
、
一
つ
ひ
と
つ

　

の
取
引
ご
と
で
は
な
く
日
々
の
合
計
金

　

額
を
ま
と
め
て
記
載
す
る
な
ど
、
簡
易

　

な
方
法
で
記
載
し
て
も
よ
い
こ
と
に

　

な
っ
て
い
ま
す
。

○
帳
簿
・
書
類
の
保
存

　
　

収
入
金
額
や
必
要
経
費
を
記
載
し
た

　

帳
簿
の
ほ
か
、
取
引
に
伴
っ
て
作
成
し

　

た
帳
簿
や
棚
卸
表
、
請
求
書
、
領
収
書

　

な
ど
の
書
類
を
保
存
す
る
必
要
が
あ
り

　

ま
す
。

◇
お
問
合
せ
先

　

余
市
税
務
署　

☎
22
‐
２
０
９
３

　

自
動
車
税
は
、
４
月
１
日
現
在
の
登
録

に
基
づ
い
て
課
税
さ
れ
る
税
金
で
す
。

　

引
っ
越
し
で
住
所
が
変
わ
っ
た
と
き
な

【
白
色
申
告
の
方
の
記
帳
・
帳
簿
書
類
の

保
存
制
度
に
つ
い
て
】

【
確
定
申
告
の
お
知
ら
せ
】

国
や
道
な
ど
か
ら
の
お
知
ら
せ

【
自
動
車
税
の
住
所
変
更
を
お
忘
れ
な
く
】

ど
は
、
運
輸
支
局
で
変
更
手
続
き
が
必
要

で
す
。

・
住
所
が
変
わ
っ
た
と
き
（
変
更
登
録
）

・
自
動
車
を
売
買
し
た
と
き
（
移
転
登
録
）

・
自
動
車
を
使
用
し
な
く
な
っ
た
と
き

　

（
抹
消
登
録
）

　

平
成
28
年
度
の
自
動
車
税
納
税
通
知
書

を
確
実
に
お
届
け
す
る
た
め
に
、
３
月
中

に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

変
更
登
録
が
間
に
合
わ
な
い
と
き
は
、

札
幌
道
税
事
務
所
に
ご
連
絡
い
た
だ
く

か
、
道
税
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
自
動
車
税

の
住
所
変
更
手
続
き
が
可
能
で
す
。

◇
お
問
合
せ
先

　

札
幌
道
税
事
務
所
自
動
車
税
部

　
　

☎
０
１
１-

７
４
６-

１
１
９
７

　

道
税
Ｈ
Ｐ

　
　

http://www.pref.hokkaido.lg.jp/sm/dzc/

　

６
月
の
札
幌
の
街
を
舞
台
に
開
催
さ
れ

る
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン
祭
り
は

「
市
民
参
加
型
の
祭
り
」
で
す
。
そ
こ

で
、
祭
り
の
審
査
員
を
「
市
民
審
査
員
」

と
し
て
募
集
し
ま
す
。
札
幌
市
以
外
の
方

も
応
募
可
能
で
す
。

○
応
募
内
容　

審
査
員　

１
３
０
名

○
活
動
時
間

　

６
月
11
日
、
12
日
の
い
ず
れ
か
１
日

○
募
集
期
間

　

３
月
１
日
～
４
月
22
日 

締
切
日
必
着

　

※
応
募
人
数
が
定
員
を
超
え
た
場
合
は

　
　

抽
選
。
抽
選
結
果
は
５
月
上
旬
。

◇
お
問
合
せ
・
応
募
方
法

　

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
応
募
フ
ォ
ー
ム

よ
り
オ
ン
ラ
イ
ン
で
申
込
む
か
、
応
募
用

紙
を
電
話
で
取
り
寄
せ
の
う
え
、
郵
送
・

Ｆ
Ａ
Ｘ
等
で
応
募
く
だ
さ
い
。

　

Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン
祭
り
実
行

　

委
員
会　

札
幌
市
中
央
区
北
１
条
西
２

　

丁
目
北
海
道
経
済
セ
ン
タ
ー 

４
階

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
１
１-

２
３
１-

４
３
５
１

　

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
１
１-

２
３
３-

４
３
５
１

　

Ｅ
メ
ー
ル

　

sinsa@yosakoi-soran.jp

　

Ｈ
Ｐ http://www.yosakoi-soran.jp

　

毎
月
第
３
水
曜
日
に
無
料
法
律
相
談
所

を
開
設
し
て
い
ま
す
。
金
銭
、
不
動
産
、

家
事
等
の
法
律
問
題
を
札
幌
弁
護
士
会
所

属
の
弁
護
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
お
気

軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
日
時　

３
月
16
日
（
水
）
午
後
１
時
～

○
場
所　

余
市
中
央
公
民
館
２
Ｆ

　

相
談
時
間
は
１
人
、
30
分
ま
で
で
、
事

前
予
約
が
必
要
で
す
。

◇
お
問
合
せ
先

　

役
場　

民
生
課　

福
祉
係

　
　

☎
42-

２
１
８
１

○
自
衛
官
候
補
生
（
男
子
）
、
予
備
自
衛

　

官
補
（
一
般
・
技
術
）
、
一
般
幹
部
候

　

補
生
（
一
般
・
歯
科
・
薬
剤
）
、
医

　

科
・
歯
科
幹
部
を
募
集
し
ま
す
。

　

細
部
応
募
資
格
等
に
つ
い
て
は
お
問
い

【
第
25
回
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン

祭
り 

市
民
審
査
員
の
募
集
】

【
各
種
自
衛
官
等
の
募
集
】

【
無
料
法
律
相
談
の
ご
案
内
】

情報
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合
わ
せ
下
さ
い
。

◇
お
問
合
せ
先

　

自
衛
隊
札
幌
地
方
協
力
本
部
小
樽
地
域

事
務
所　

☎
０
１
３
４-

22-

５
５
２

○
平
成
28
年
度
保
険
料
の
改
定
に
つ
い
て

　

平
成
28
年
３
月
分
（
５
月
２
日
納
付
期

限
分
）
よ
り
健
康
保
険
料
率
は
10
・
15
％

（
プ
ラ
ス
０
・
01
％
）
、
介
護
保
険
料
率

は
１
・
58
％
（
据
置
き
）
と
な
り
ま
す
。

　

厳
し
い
経
済
状
況
の
中
で
す
が
、
ご
理

解
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

○
平
成
28
年
度
検
診
の
ご
案
内

　

協
会
け
ん
ぽ
北
海
道
支
部
で
は
年
度
内

に
１
回
、
加
入
者
の
皆
様
の
検
診
費
用
の

一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。
35
歳
～
74
歳

の
被
保
険
者
（
ご
本
人
）
さ
ま
へ
は
が
ん

検
診
を
含
め
た
充
実
し
た
健
診
項
目
の

「
生
活
習
慣
病
予
防
健
診
」
を
、
40
歳
～

74
歳
の
被
扶
養
者
（
ご
家
族
）
さ
ま
へ

は
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
着

目
し
た
「
特
定
健
康
診
査
」
と
二
つ
の
健

診
を
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。

　

生
活
習
慣
病
の
予
防
と
早
期
発
見
・
治

療
の
た
め
に
も
年
に
１
度
は
健
診
を
受
け

ま
し
ょ
う
。

◇
お
問
合
せ
先

　

全
国
健
康
保
険
協
会
（
協
会
け
ん
ぽ
）

　

北
海
道
支
部

　
　

☎
０
１
１-

７
２
６-

０
３
５
２

【
協
会
け
ん
ぽ
北
海
道
支
部
か
ら
の
お
知

ら
せ
】

　

平
成
28
年
３
月
26
日
（
土
）、

北
海
道
新
幹
線
の
新
青
森
‐
新

函
館
北
斗
間
が
開
業
し
ま
す
。

　

開
業
日
及
び
翌
日
は
、
新
幹

線
利
用
者
や
見
学
者
、
駅
前
で

開
催
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
へ
の
来

場
者
な
ど
に
よ
り
、
周
辺
道
路

の
相
当
な
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま

す
の
で
、
新
幹
線
駅
周
辺
の
交

通
規
制
を
実
施
し
ま
す
。

　

渋
滞
緩
和
の
た
め
、
公
共
交

通
機
関
で
の
ご
来
場
に
、
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

○
ダ
イ
ヤ
な
ど
に
つ
い
て
は
、
各
公
共
交

　

通
機
関
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
ご
確
認

　

く
だ
さ
い
。

　

道
内
に
お
け
る
平
成
27
年
中
の
振
り
込

め
詐
欺
を
は
じ
め
と
す
る
特
殊
詐
欺
の
被

害
件
数
は
、
一
昨
年
よ
り
も
16
件
増
え
て

２
７
５
件
、
被
害
総
額
は
約
９
億
３
２
０

０
万
円
に
も
の
ぼ
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
手
口
も
、
税
務
署
な
ど
公
的
機
関

を
名
乗
り
、
税
金
や
医
療
費
が
返
っ
て
く

る
な
ど
と
嘘
を
付
い
て
現
金
を
振
り
込
ま

せ
る
還
付
金
詐
欺
、
お
子
さ
ん
な
ど
家
族

を
装
う
オ
レ
オ
レ
詐
欺
、
携
帯
電
話
や
パ

ソ
コ
ン
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
へ
ア
ク
セ

ス
し
た
際
に
有
料
サ
イ
ト
な
ど
へ
の
登
録

料
を
不
正
請
求
す
る
架
空
請
求
詐
欺
な
ど

多
様
化
し
て
お
り
、
特
に
、
高
齢
者
の
方

が
被
害
に
遭
わ
れ
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

実
際
、
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
の
多
く

が
「
自
分
だ
け
は
だ
ま
さ
れ
な
い
と
思
っ

て
い
た
」
と
話
し
て
い
る
よ
う
に
、
普
段

か
ら
気
を
付
け
て
い
る
方
で
も
、
簡
単
に

は
見
破
れ
な
い
よ
う
な
巧
妙
な
話
術
に
よ

り
、
だ
ま
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
す
。　
　

　

町
民
の
皆
さ
ま
も
「
自
分
は
絶
対
に
大

丈
夫
」
と
過
信
せ
ず
、
知
ら
な
い
番
号
か

ら
お
金
に
関
す
る
電
話
が
掛
か
っ
て
き
た

場
合
、
警
察
署
や
駐
在
所
に
通
報
し
て
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
警
察
で
は
各
ご
家
庭
を
訪
問
し

た
際
に
防
犯
指
導
な
ど
も
実
施
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◇
お
問
合
せ
先

　

余
市
警
察
署　

☎
22
‐
０
１
１
０

北海道新幹線駅（新函館北斗駅、木古内駅）に来場される皆様へ北海道新幹線駅（新函館北斗駅、木古内駅）に来場される皆様へ

特
殊
詐
欺
に
注
意
！
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※
当
番
医
の
診
療
時
間
は
９
時
～
17
時

　

ま
で
。

※
夜
間
に
つ
い
て
は
余
市
協
会
病
院
で
急

　

患
に
限
り
診
療
し
て
お
り
ま
す
。

診
療
時
間　

午
後
６
時
～
翌
日
午
前
７
時

診
療
科
目　

内
科
、
小
児
科
、
外
科
、

  　
　
　
　

整
形
外
科

　

４
月
号
か
ら
連
載
で
お
知
ら
せ
し
て
い

る
登
記
に
関
す
る
Ｑ
＆
Ａ
で
す
が
、
第
12

回
目
は
「
土
地
の
境
界
が
は
っ
き
り
し
な

い
。
ど
う
し
た
ら
い
い
の
？
」
を
ご
案
内

し
ま
す
。

　
Ｑ　

土
地
の
境
界
が
は
っ
き
り
し
な
い
。

　

ど
う
し
た
ら
い
い
の
？

Ａ　

土
地
の
所
有
は
建
物
所
有
と
違
っ
て

　

お
隣
と
つ
な
が
っ
て
存
在
し
て
い
る
と

　

い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
お
隣
と

　

の
境
目
は
通
常
「
境
界
」
と
い
わ
れ
て

　

お
り
、
そ
の
目
印
と
し
て
「
境
界
標
」

　

が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　

皆
さ
ん
の
大
切
な
財
産
で
あ
る
土
地

　

の
境
界
が
は
っ
き
り
し
な
い
と
い
う
こ

　

と
は
、
こ
の
不
動
産
を
使
用
（
占
有
）

　

で
き
る
範
囲
や
処
分
が
で
き
る
範
囲
が

　

分
か
ら
な
い
の
で
、
悩
み
の
種
と
な
っ

　

て
し
ま
い
ま
す
ね
。

　
　

法
務
局
が
管
理
・
保
管
し
て
い
る
地

　

図
や
地
積
測
量
図
な
ど
の
資
料
や
役
所

　

等
が
持
っ
て
い
る
地
図
・
図
面
等
、
そ

　

し
て
土
地
家
屋
調
査
士
が
調
査
し
た
測

　

量
成
果
な
ど
の
資
料
に
基
づ
い
て
、
皆

　

さ
ん
に
代
わ
っ
て
境
界
線
、
境
界
杭
を

　

調
べ
る
国
家
資
格
者
が
土
地
家
屋
調
査

　

士
で
す
。

　
　

皆
さ
ん
か
ら
土
地
の
履
歴
や
情
報
を

　

頂
く
と
共
に
、
実
際
に
測
量
作
業
や
杭

　

の
調
査
を
し
、
お
隣
の
所
有
者
さ
ん
に

　

も
事
情
を
伺
い
総
合
的
に
分
析
し
て
、

　

妥
当
な
境
界
線
、
境
界
点
を
導
き
出
し

　

ま
す
。

　
　

境
界
に
つ
い
て
お
隣
と
意
見
が
違
っ

　

て
い
る
場
合
は
、
日
常
生
活
に
も
支
障

　

を
き
た
す
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
札

　

幌
土
地
家
屋
調
査
士
会
で
は
「
境
界
問

　

題
解
決
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し
て
お
り

　

ま
す
し
、
法
務
局
に
も
「
筆
界
特
定
制

　

度
」
が
あ
り
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談

　

く
だ
さ
い
。

　

ご
不
明
な
点
は
、
札
幌
司
法
書
士
会
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◇
お
問
合
せ
先

　

札
幌
法
務
局　

小
樽
支
局　
　

　
　

☎
０
１
３
４-

23-

３
０
１
２

　
　

http://houmukyoku.moj.go.jp/sapporo

　

札
幌
司
法
書
士
会　

小
樽
地
区

　
　

☎
０
１
３
４-

62-

６
７
３
４

　
　

http://www.sihosyosi.or.jp/

　

小
樽
公
証
役
場

　
　

☎
０
１
３
４-

22-

４
５
３
０

　

札
幌
土
地
家
屋
調
査
士
会　

　
　

☎
０
１
１-

２
７
１-

４
５
９
３

　
　

http://www.saccho.com/

登
記
に
関
す
る
ＱＱ
＆
ＡＡ

～
第
12
回
「
土
地
の
境
界
が
は
っ
き
り
し
な
い
。
ど
う
し
た
ら
い
い
の
？
」
～

◇
３
月
６
日
（
日
）

　

池
田
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

  　

 

（
☎
23-

８
８
１
１
）

◇
３
月
13
日
（
日
）

　

黒
川
町
整
形
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク　

　
　

（
☎
22-

２
４
４
７
）

◇
３
月
20
日
（
日
）

　

森
内
科
胃
腸
科
医
院

　
　
　
　
　
　
　

（
☎
32-

３
４
５
５
）

◇
３
月
21
日
（
月
）

　

よ
い
ち
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
　
　
　

（
☎
21-

４
５
７
０
）

◇
３
月
27
日
（
日
）

　

よ
い
ち
整
形
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク      

（
☎
48-

５
０
０
０
）

３
月
の
休
日
当
番
病
院

　

国
道
沿
い
で
不
特
定
多
数
の
住

民
が
往
来
す
る
場
所
に
位
置
し
て

い
る
空
き
家
の
除
雪
を
、
２
月
８

日
、
小
田
嶋
組
が
、
地
域
貢
献
と

し
て
行
い
ま
し
た
。
作
業
員
３
名

と
小
型
の
除
雪
機
な
ど
で
空
き
家

の
屋
根
の
雪
下
ろ
し
を
実
施
。

こ
の
空
き
家
の
屋
根
か
ら
雪
が
落

ち
て
通
行
人
等
に
直
撃
す
る
と
大

惨
事
に
な
り
か
ね
な
い
た
め
、
地

域
住
民
の
安
心
安
全
に
大
き
く
貢

献
し
て
く
れ
ま
し
た
。

除雪ボランティア
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～文学～

キケン　　　　　　　　　　　有川　浩

図書館戦争　　　　　　　　　有川　浩

図書館内乱　　　　　　　　　有川　浩

図書館危機　　　　　　　　　有川　浩

ヨイ豊　　　　　　　　　　　梶よう子

新カラマーゾフの兄弟　下　　亀山郁夫

たんぽぽ団地　　　　　　　　重松　清

モナドの領域　　　　　　　　筒井康隆

掟上今日子の推薦文　　　　　西尾維新

掟上今日子の挑戦状　　　　　西尾維新

戦場のコックたち　　　　　　深緑野分

戦旗 大阪の陣 最後の二日間　松永弘高

小説 母と暮せば　　　　　　 山田洋二　井上麻矢

スキン・コレクター　　　　　ジェフェリー・ディーヴァー

限界点　　　　　　　　　　　ジェフェリー・ディーヴァー

トットひとり　　　　　　　　黒柳徹子

～社会～

とっさのしぐさで本音を見抜く　　　　　　　　　　　　　　トルステン・ハーフェナー

一流の人は仕事中に眠くなったらどうするのか　　　　　　　佐々木正悟

親を殺したくなったら読む本　　　　　　　　　　　　　　　石蔵文信

うちの子、どうして言うこときかないの！と思ったら読む本　泉河潤一

～生活～

すごい家事　　　　　　　　　　　　　松橋周太呂

平成着物読本　　　　　　　　　　　　君野倫子

だれでもかんたんゆび編み　　　　　　日本ヴォーグ社

男子厨房　居酒屋料理　　　　　　　　横田　渉

絶対食べたい！ごちそう鍋レシピ　　　夏梅美智子」

～その他～

ぼくたちに、もうモノは必要ない。　　佐々木典士

「嵐」的、あまりに「嵐」的な　　　 　関    修

１１１歳、いつでも今から　　　　　　後藤はつの

五郎丸日記　　　　　　　　　　　　　小松成美

～絵本～

おやすみ、ロジャー　　　　　　　　　カール＝ヨハン・エリーン

おばけのマールとみんなのとしょかん　なかいれい

　

新
し
い
本
が
入
り
ま
し
た
。

寒
い
日
が
続
き
ま
す
が
、
ぜ
ひ

文
化
会
館
図
書
室
に
お
越
し
に

な
っ
て
、
新
着
図
書
を
手
に
取

っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

図
書
室
で
は
図
書
の
リ
ク
エ
ス

ト
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

読
み
た
い
本
や
気
に
な
る
本
が

ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
図
書
室
内

に
設
置
の
リ
ク
エ
ス
ト
カ
ー
ド

に
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。（
リ

ク
エ
ス
ト
に
お
応
え
で
き
な
い

場
合
も
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く

だ
さ
い
）　

文
化
会
館
図
書
室

　

★
開
室
日
時

　
　

月
～
金
曜
日

　
　
　

（
祝
・
祭
日
を
除
く
） 

　
　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

　
　

（
司
書
は
木
曜
日
の
午
後

　
　

か
ら
在
室
）

　

★
貸
出
冊
数

　
　

１
人
５
冊
ま
で 

　

★
貸
出
期
間　

２
週
間

ヨイ豊　

梶よう子

移り変わる時代

の流れに翻弄さ

れる浮世絵師た

ちの物語。直木

賞ノミネート作

品です。

話題の本から

生活に役立つ

本まで幅広く

揃 っ て い ま

す。

情報
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平
成
28
年
２
月
26
日
発
行
第
４
８
４
号

■
編
集
／
発
行

：

古
平
町
役
場
企
画
課
広
報
統
計
係

　

古
平
町
大
字
浜
町
40
番
地
４　

☎（
代
）
42

－

２
１
８
１

■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス h

ttp
:/
/
to

w
n
.fu

ru
b
ira

.lg
.jp

/

■
印
刷

：（
株
）毛
利
印
刷

広
報  

ふ
る
び
ら 

３
月
号

古
平
町
岬
短
歌
会

古 

平 

俳 

句 

会

い
き
い
き
・
ほ
の
ぼ
の
文
芸

半
年
を
雪
見
て
暮
ら
す
北
の
人　
　
　
　

地
吹
雪
の
道
も
心
も
閉
ざ
し
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　

渡　

辺　

嘉　

之

　
水
ま
は
り
修
理
た
の
む
も
年
用
意　
　
　

年
用
意
日
々
ひ
そ
や
か
に
老
す
ゝ
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　

高　

橋　

重　

子

　
病
む
人
の
待
ち
し
家
路
や
寒
の
月　
　
　

一
ト
日
毎
春
待
つ
心
ふ
く
ら
め
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　

室　

谷　

弘　

子

繭
玉
や
ス
ル
メ
昆
布
も
つ
る
さ
れ
し　
　

ハ
ン
ド
ル
を
取
ら
れ
そ
う
な
る
大
吹
雪

　
　
　
　
　
　
　
　
　

仲　

谷　

比
呂
子

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

前月比

人　口 3,305人 （ー６）

男 1,574人 （ー３）

女 1,731人 （ー３）

世帯数 1,820世帯 (ー１）

外国人 　 33人 （ ０ ）

男     2人 ( ０ ）

女    31人 （ ０ ）

町の人口と世帯数

（平成28年１月末日現在住民基本台帳人口）

身
内
か
ら
老
い
て
逝
き
に
し
人
の
あ
り
年
賀
ハ
ガ
キ
を
今
年
は
書
か
づ　

泉　
　
　

清　

三

大
陸
の
果
て
に
地
球
の
姿
あ
り
映
像
に
観
る
オ
ー
ロ
ラ
の
光　
　
　
　
　

金　

子　

寿　

子

ガ
ラ
ス
越
し
の
日
差
し
や
は
ら
な
観
音
堂
に
お
参
り
叶
ひ
心
の
和
む　
　

坂　

本　

信　

子

雪
吊
り
の
姿
よ
ろ
し
き
み
社
の
庭
に
を
り
を
り
風
花
の
舞
ふ　
　
　
　
　

鈴　

木　

時　

子

時と

き代
進
み
ポ
イ
ン
セ
チ
ア
も
様
々
に
色
や
姿
や
花
の
数
ま
で　
　
　
　
　

田　

中　

香　

運
転
歴
四
十
年
す
ぎ
高
齢
の
講
習
会
コ
ー
ス
緊
張
す　
　
　
　
　
　
　
　

寺　

田　

カ
ツ
子

ご
寄
付
い
た
だ
き
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
（
敬
称
略
）

◎
土
地

　
　

７
６
１
２
㎡ 

　
　
　
　
　

本　

間　

丈　

晶
（
札
幌
市
） 

◎
現
金

　
　

１
０
０
，
０
０
０
円 

　
　
　
　
　

岩　

谷　

英　

春
（
新
地
町
） 

横
野　

  

勉

小
野
寺
光
雄

大
野　

輝
夫

若
松　

  

清

小
林　

清
𠮷

藤
澤　

靜
子

大
谷　

修
一

大
野　

敏
憲

岩
谷　

義
春

髙
野　

冨
美

木
村　

静
雄

本
間
登
志
朗

須
藤
ミ
ツ
子

氏　
　

名

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

92
歳

83
歳

82
歳

82
歳

90
歳

71
歳

49
歳

75
歳

87
歳

98
歳

81
歳

83
歳

79
歳

年
齢

２
・
７

２
・
７

２
・
４

２
・
２

１
・
31

１
・
20

１
・
20

１
・
18

１
・
20

１
・
16

１
・
16

１
・
13

１
・
６

死
去
月
日

沖　

町

浜　

一

入
船
町

浜　

三

本　

町

沢
江
町

入
船
町

浜　

三

新
地
町

浜　

五

丸
山
町

丸
山
町

御
崎
町

町
内

　

久
方
ぶ
り
に
穏
や
か
な
正
月
を
迎
え
ら

れ
て
早
二
月
、
時
々
は
強
い
雪
の
降
り
方

は
あ
っ
た
も
の
の
比
較
的
そ
の
量
も
少
な

く
、
30
セ
ン
チ
を
超
え
た
こ
と
は
な
い
。

冬
季
間
は
日
本
海
に
低
気
圧
が
発
生
し
や

す
く
、
そ
れ
が
発
達
し
な
が
ら
爆
弾
低
気

圧
と
な
っ
て
道
東
に
抜
け
る
時
、
北
海
道

全
域
が
大
雪
や
吹
雪
に
警
戒
す
る
よ
う
気

象
台
の
発
表
に
神
経
を
尖
ら
せ
た
こ
と
も

幾
度
か
…
…
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
は
幸
い

に
し
て
大
事
に
至
る
こ
と
な
く
、
雪
の
量

も
前
年
の
半
分
か
ら
３
分
の
２
程
度
で
行

き
つ
戻
り
つ
を
繰
り
返
し
て
お
り
、
後
は

弥
生
３
月
、
忘
れ
た
頃
に
振
る
ド
カ
雪
に

気
を
つ
け
て
ほ
し
い
。

　

先
月
（
１
月
）、
浜
で
は
タ
ラ
漁
が
好

調
で
新
年
早
々
か
ら
前
年
同
期
の
水
揚
げ

を
大
き
く
上
回
り
、
幸
先
良
い
ス
タ
ー
ト

に
他
の
魚
種
や
他
の
産
業
に
も
ご
利
益
が

あ
れ
ば
と
期
待
を
膨
ら
ま
せ
ず
に
は
い
ら

れ
な
い
。

 
本
州
で
は
早
く
も
「
春
一
番
」
が
吹
い

て
夏
の
気
温
に
ま
で
上
が
っ
た
所
も
あ

り
、
あ
ま
り
に
も
大
き
な
変
動
差
に
内
心

危
惧
も
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

古
平
町
長　

本
間　

順
司

町
長
室
か
ら

投稿・くらし


